
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者による評価 

 

Ａ環境面 

・実際に児童が過ごしているところを見たことが無

いため、十分かどうかわからない 

 

Ｂ児童への支援内容 

・こどもの意見を反映してもらいたい 

・児童によりプログラムへ不満がある 

・児童が楽しみにして通うことが出来ている 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

・活動の様子など、児童の状況が良く伝わってくる 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・他児童への配布物が連絡袋に入っていることは少

なくなってきた 

・要望など、良くしてくれている 

 

【共通点】 

多様なプログラムを楽しみに児童が通所することが出来ている 

各家庭に児童の活動の様子を伝えることが出来ている 

 

【相違点】 

児童により、プログラム内容に不満を抱いている模様。意思表出の場を設けたい 

児童が実際に過ごしている活動の様子を見たことがない 

 

Ａ環境面 

・図書館、公園など近隣施設の活用 

・室内、建物どちらにもトイレがある 

・シンクがあり、手洗いを行いやすい 

 

Ｂ児童への支援内容 

・外出、調理など自立に向けたプログラムを実施 

・SST、プレイタイムなど他者と関わるプログラム

を提供し、コミュニケーションスキルを身に付け

る機会がある 

 

Ｃ関係機関との連携 

・自発管が地域連絡会に参加 

・区役所が実施するイベントへの参加(活動紹介) 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

・お迎え時、LINE、連絡帳を通して保護者へ児童

の様子を伝えることが出来ている 

・定期的に保護者個別面談を実施し、支援計画の見

直しを行う 

・積極的に各家庭と連絡を取り合いたい 

 

Ｅ非常対応 

・定期的に防災に関するプログラムの実施 

・多様な防災訓練を実施したい 

事業所内での分析 

職員による自己評価 

事業所自己評価シート（星の広場 2nd）         2023 年 3 月現在       



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

事業所名  放課後等デイサービス 星の広場 2nd 

担当者   田原歩生    

 

 

①  について 

プログラムを通して、児童と職員が話をすることが出来る場を設ける 

 

②  について 

毎月発行している通信や保護者のお迎え時を通して、児童の様子がより伝わりやすいよう様子の

説明などを付け加える 

 

③ について 

コミュニケーションを取ることができる新しい教材の活用を図る 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

2022 年度は、職員の充足に伴い各家庭からの利用曜日増加の希望を叶えることが出来、通所している児童も

プログラムや自由時間を楽しみにしてくれていることが分かった。反面、継続利用している児童の中にはプ

ログラム内容に不満をいただいていることも分かった。プログラム内容を職員間で見直すこととともに、児

童の意思表出の場を設けて改善していきたい。また、星の広場 2nd での児童の様子がより各家庭に伝わりや

すいよう写真やコメントの活用を実施し、保護者も安心できる事業所を目指していきたい。 

 

・プログラムの多様さ 

・各家庭に児童の活動の様子を伝えることが出来

ている 

・児童が活動を楽しみにして通所することが出来

ている 

 

①  児童の意思表出の機会を設ける 

② 児童が過ごしている活動の様子の伝え方の

工夫 

③ コミュニケーションスキル向上のためのプ

ログラムなど新鮮味がなくならないための

工夫 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 



 


